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緒言では Electron Probe Micro-Analyser (EPMA) がコッセノレ像撮影に有利なこと， コッセノレ法の応
用として塑性変形の研究が考えられることを述べている。

















と同じ方向の力を考え，各とり系の Schmid factor を求めるとその値が大きい系が活性化されるとの
見地に立って結果の解釈を行なっている。また隣接結晶によって影響を受ける範囲は一般に変形が拘
束される範囲よりも小さいことを見出だしている。
第 6 章は X 線を MoKα から長波長の ZnKα， CuKα に変えて行なった結果および微小結晶試料の
塑性変形へ応用した結果を述べたものである口 MoKα によって厚さ 1.5mm 程度の粗大結晶につい
て得られた結論は長波長 X 線を使っても変りがないことが確かめられたが， この場合の O.5mm 程
度の厚さの試料では隣接結晶の影響によるコッセノレ線の乱れは前者に比して著しくないことが見出だ
された。また微小結晶試料で、はコッセノレ線の乱れが非常に少ない乙とを指摘している。またレーザー
用 lレピーの検査にコッセノレ法を応用し，格子乱れに異方性のあることを見出だしている。
第 7 章には以上の結果の総括と今後の問題点とが述べられている。
論文の審査結果の要旨
コッセノレ法は EPMA の普及と共に僅かながら研究者が現われてきたが外国における研究は格子定
数の精密測定に限られている。著者はコッセノレ線が格子乱れに敏感な乙とに着目して，これをアノレミ
ニウムの塑性変形の研究に応用し，粗大結品における粒界のふるまいを明らかにし，さらに微小結晶
の場合にもこの方法が有利な乙とを見出だして，微視的な結晶塑性に関する成果を巨視的な塑性現象
へ適用するための道を開いた。乙の成果は工学的にも工業的にも重要な意義をもつものである口
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める口
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